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１．平成22年９月７日午前10時00分、第３回奥多摩町議会定例会が奥多摩町議会議場に招集された。

２．出席議員は、次のとおりである。

第１番　師岡　伸公君　　第2番　酒井　正利君　　第３番　原島　伸行君
第４番　須崎　　眞君　　第５番　増田ひさ子君　　第６番　竹内　和男君
第７番　小澤　春義君　　第８番　鈴木　賢一君　　第９番　清水　典子君
第10番　澤本　　章君　　第11番　師岡　　智君　　第12番　前田　悦男君

第13番　小林　　勤君　　第14番　島崎　利雄君
３．欠席議員は、次のとおりである。

なし

４．会議事件は、次のとおりである。

　　別紙本日の「議事日程表」のとおり

５．職務のため出席したものは、次のとおりである。

　　議会事務局長　大野　　尚君　　　　議会係長　浅見　隆久君

６．地方自治法第１２１条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　町　　　　長　　河村　文夫君　　　副   町   長　　村木　義雄君
　　教 　育 　長　　栃元　　誠君　　　企画財政課長　　加藤　一美君

企画財政課主幹　　清水　信行君　　　総務課長　　原島　　肇君
住民課長　　浜野　武雄君　　　福祉保健課長　　若菜　伸一君

　観光産業課長　　加藤　博士君　　　地域整備課長　　宮田　昭治君

　　教育課長　　井上　永一君　　　会計管理者　　清水　　明君

　病院事務長　　川村　文雄君
平成２２年第３回奥多摩町議会定例会議事日程［第１号］

　　　　平成２２年　９月　７日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前１０時００分開会・開議
会　期　平成２２年９月７日～９月１７日（１１日間）
	日程
	議案　番号
	事　　　　件　　　　名
	結　果

	１
	―――
	議長定例町議会開会・開議宣告
	―――

	２
	―――
	　　　　　　　　　　　　　３番　原島　伸行議員

会議録署名議員の指名
４番　須崎　　眞議員

	３
	―――
	会期の決定について
	決　　定

	４
	―――
	議会関係諸報告
	―――

	５
	―――
	町長あいさつ
	―――

	６
	議案第57号
	　奥多摩町過疎地域自立促進計画（平成22年度から平成27年度）の策定について
	原案可決

	７
	認定第１号
	平成21年度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定について
	決算特別委員会付託

	８
	認定第２号
	平成21年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について
	決算特別委員会付託

	９
	認定第３号
	平成21年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について
	決算特別委員会付託

	10
	認定第４号
	平成21年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
	決算特別委員会付託

	11
	認定第５号
	平成21年度奥多摩町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について
	決算特別委員会付託

	12
	認定第６号
	平成21年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
	決算特別委員会付託

	13
	認定第７号
	　平成21年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
	決算特別委員会付託

	14
	認定第８号
	平成21年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
	決算特別委員会付託

	15
	認定第9号
	　平成21年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定について
	決算特別委員会付託

	16
	認定第10号
	平成21年度奥多摩町水道事業会計決算の認定について
	決算特別委員会付託

	17
	報告第２号
	　平成21年度決算における奥多摩町健全化判断比率の報告について
	―――

	18
	報告第３号
	　平成21年度決算における奥多摩町資金不足比率の報告について
	―――

	19
	報告第４号
	　奥多摩町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価（平成21年度分）の報告について
	―――

	20
	議案第58号
	平成22年度奥多摩町一般会計補正予算（第１号）
	連合審査会付託

	21
	議案第59号
	　平成22年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第１号）
	連合審査会付託

	22
	議案第60号
	　平成22年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第１号）
	連合審査会付託

	23
	議案第61号
	　平成22年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
	連合審査会付託

	24
	議案第62号
	平成22年度奥多摩町老人保健特別会計補正予算

（第１号）
	連合審査会付託

	25
	議案第63号
	平成22年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
	連合審査会付託

	26
	議案第64号
	平成22年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算

（第１号）
	連合審査会付託

	27
	議案第65号
	平成22年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算

（第１号）
	連合審査会付託

	28
	議案第66号
	奥多摩処理区下水道管渠建設工事その15請負契約について
	原案可決

	29
	議案第67号
	奥多摩町教育委員会委員の任命の同意を求めることについて
	原案同意

	30
	―――
	請願書・陳情書の受付について
	陳情第４号
	経済厚生常任委員会付託


（午後１時58分　散会）

午前10時00分　開会・開議

○議長（澤本　　章君）　皆さん、おはようございます。
　これより平成22年第３回奥多摩町議会定例会を開会します。

　直ちに本日の会議を開きます。
　日程第２　会議録署名議員の指名を議題とします。
　本件については会議規則第115条の規定により議長において指名します。

　本定例会の会議録署名議員に３番原島　伸行議員、４番須崎　　眞議員、以上２名を指名します。
　次に、日程第３　会期の決定について、を議題とします。
　本件については去る９月１日、議会運営委員会が開かれ、本定例会の運営について協議が行われておりますので、その結果を議会運営委員会委員長　師岡　　智議員よりご報告願います。師岡　　智議員。
［議会運営委員会委員長　師岡　　智君　登壇］
○議会運営委員会委員長（師岡　　智君）　皆さん、おはようございます。これより議会運営委員会の報告をいたします。
　平成22年第３回奥多摩町議会定例会の運営について、９月１日、議会運営委員会を開催いたしましたので、その協議結果を報告します。

初めに、本定例会の会期でありますが、本日から９月17日までの11日間とすることに決定しました。

次に、会期中の諸日程でありますが、配布してあります会議予定表をご覧ください。
まず、本日７日の本会議でありますが、会議録署名議員の指名及び会期の決定に続いて、閉会中の議会関係諸報告が行われた後、本定例会の開会にあたり町長よりあいさつがあります。あいさつ終了後、議案が上程されます。
次に、８日は連合審査会を開催し、各常任委員会合同で平成22年度補正予算８会計の審査及び採決を行います。

次に、陳情の受付でありますが閉会中に受け付けた陳情は１件であります。陳情の内容については配布してあります写しをご覧ください。受付した陳情については、陳情内容から８日開催の連合審査会閉会後に経済厚生常任委員会に付託することに決定しておりますので、委員会において審議をお願いいたします。
次に、一般質問でありますが、本会議２日目の10日に行います。通告者は８名で通告順に行いますが、簡潔な質問、答弁をされるようお願いをいたします。

次に、13日の本会議３日目でありますが、連合審査会に付託し審査が行われた各会計の補正予算、及び経済厚生常任委員会に付託された陳情の委員長報告並びに採決を行います。

また、13日の本会議終了後及び15日の２日間で、議長と議会選出の監査委員を除く委員12名で構成する決算特別委員会を開催し、平成21年度の各会計の決算に関する審査を行い、15日に採決を行います。

次に、17日の本会議４日目は本定例会の最終日であり、決算特別委員会に付託し審査が行われた、平成21年度全10会計決算についての委員長報告及び採決を行います。

次に、本日の審議内容について申し上げます。
配布してあります、議会運営委員会結果一覧表をご覧ください。
議案第57号の奥多摩町過疎地域自立促進計画（平成22年度から平成27年度）の策定について、の議案につきましては単独上程の即決と決定しております。

次に、認定第１号から認定第10号までの10会計の決算認定議案については一括で上程され、会計管理者からの説明終了後に報告第２号及び報告第３号として、平成21年度決算における健全化判断比率及び資金不足比率についての報告があります。

次に、滝島代表監査委員による決算並びに健全化判断比率等の審査報告を行っていただきます。代表監査委員の審査報告終了後、認定第１号から認定第10号までについて決算特別委員会に審査を付託することに決定しております。

なお、暫時休憩をとり、正副委員長の互選も行われる予定となっております。
次に、報告第４号として奥多摩町教育委員会の権限に属する事務の管理、及び執行状況の点検及び評価についての報告があります。
次に、議案第58号から議案第65号までの平成22年度の一般会計を始めとする各会計補正予算の８議案については一括上程とし、連合審査会に審査を付託します。

次に、議案第66号の奥多摩処理区下水道管渠建設工事その15請負契約については、単独上程の即決と決定しております。

なお、議案第66号については、企画財政課長から概要説明を行い、その後、担当課長から捕捉説明を行ないます。

また、この契約の相手方が清水土木建設株式会社となっておりますので、９番清水議員には上程前に退席をいただくことになります。
次に、議案第67号の奥多摩町教育委員会委員の任命の同意を求めることについては、単独上程の即決とし、採決については無記名投票と決定しております。

次に、本定例会に陳情１件が提出されております。陳情第４号「保育所の給食外部搬入はせず、自園調理方式の維持を求める陳情」であり、９月８日に開催される経済厚生常任委員会に審査を付託することに決定しております。
以上が上程別、採決別取り扱いを含めた議会運営委員会の協議結果であります。
本定例会の運営が効率的かつ円滑に進行できますよう、議員各位並びに管理者のご協力をお願いし、議会運営委員会の委員長報告といたします。
以上です。
○議長（澤本　　章君）　議会運営委員長の報告は以上のとおりであります。
　お諮りします。本定例会の会期は本日から９月17日までの11日間とし、議案の上程別及び採決別についても併せて委員長の報告のとおり決定したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は本日から９月17日までの11日間とすることに決定しました。

　なお、本定例会の会議日程については、配布してあります会議予定表のとおり進めたいと思います。ご協力よろしくお願いします。
　また、本日の日程はお手元に配布のとおりであります。
　次に、日程第４　議会関係諸報告でありますが、議会関係の閉会中の諸報告及び監査委員の例月出納検査報告については、お手元に配布のとおりであります。
　次に、本定例会の開会にあたり町長よりあいさつがあります。河村　文夫町長。
［町長　河村　文夫君　登壇］
○町長（河村　文夫君）　　おはようございます。
　平成22年第３回奥多摩町議会定例会の開会にあたり、一言ごあいさつ申し上げます。

　例年にない猛暑が続いている中、本年も９月５日、大規模地震災害の発生を想定し、町災害対策本部を設置し、「第34回奥多摩町防災訓練｣を町・消防署・奥多摩町消防団･青梅警察署等関係機関と地域住民が連携し、20自治会の地域で避難参集訓練､初期消火訓練等を実施いたしました。

　参加人員は、町災害対策本部員15名、消防署員35名、消防団員207名、警察署員９名、地域住民1,418名、合計1,684名でありました。

　さらに､９月６日には日原地区で｢防災訓練｣が実施され、消防団員２名、地域住民30名が参加し行われました。

　全体としては､1,716名の参加により、有事の防災意識の高揚と確認を行ったところでございます。

大規模な地震災害が発生したときは､まず自分自身で自らの安全を確保し､そして地域で協力し合い､そのうえで補えないところは行政を通じて対応するという、自助･共助・公助の考え方に基づく住民皆様の協働が最も必要であり､重要なことであります｡このため､毎年継続して防災訓練を行い､周知徹底することが非常に重要であると考えております。
　地震を始め、災害はいつ発生するのか予測がつきません。近年、夏場に突然の集中豪雨や落雷が多発し､そのため各地で土砂災害や人的被害が出ているとの報道がされております｡住民皆様が安心して地域で生活するため､防災対策をさらに強化する必要があると痛感しているところでございます。
　次に、町のごみ処理施設の将来計画につきましてご報告申し上げます｡町のクリーンセンターは､国･都の補助事業により昭和63年度に焼却施設が､平成元年度には不燃物処理資源化施設が建設され､その後、平成５年度に現在の最終処分場が完成しております｡町ではこれまで一貫して､ごみ処理を単独で自区内処理してまいりましたが､各施設につきましては完成から20年以上経過し､老朽化が進んでおり、特に最終処分場につきましては､既に計画埋立量の９割近くを埋め立てており、拡幅などの措置を講じましても概ね３年ほどで埋め立てが終了する見込みであります。現在まで町民皆様のご協力により、年々ごみ量は減少しておりますが､ごみ減量化や施設の延命化にも限界があり、将来に向けた新たな施設建設も、当町のような小規模の施設建設に対する国・都の補助事業は対象外ということでありますので､少子･高齢化が進んでいる現状と財源を国都に依存している状況の中､新たに施設を整備し、単独でごみ処理を行っていくことは､ほぼ不可能と考えております。
　東京都においても、「東京都ごみ処理広域化計画｣を策定し､町でもその計画を基に､広域化を念頭に入れた将来計画を検討してほしいという要請を受け、検討してまいりました。
　このため､近隣の一部事務組合への加入を軸に検討してまいりました結果、日頃から秋川衛生組合において共にし尿処理を行い､お付き合いのある､あきる野市、日の出町及び檜原村で構成する西秋川衛生組合が､新型焼却炉を整備し平成26年度からの稼動を予定していることから、西秋川衛生組合への加入について管理者であるあきる野市臼井市長にお願いをいたしているところでございます。

　このことについては､去る７月27日に開催された西秋川衛生組合議会の全員協議会において､管理者であるあきる野市臼井市長から報告され､構成団体である､あきる野市、日の出町､檜原村におきましても、この９月定例議会において各市町村長より同様の報告がされると聞いております。

　しかし、当町の加入については､西秋川衛生組合設立当初から長年にわたる地元自治会と組合との関係､今回の新炉建設事業におけるこれまでの経過等をお聞きしますと､非常に難しい問題がその中にあるというふうに思っております。
　今後は､まず構成市町村及び地元自治会とで協議していただくことになりますが､一朝一夕に解決する問題ではないことはご理解いただきたいと思います。
　したがいまして､正式な加入等についての詳細につきまして現時点では申し上げることはできませんが､私としては長年の懸案事項でありました廃棄物処理の問題について､第一歩を踏み出したと考えております。これからもあきる野市、日の出町､檜原村の市町村長の皆さん、及び市町村議会議員並びにクリーン処理場があります地元自治会の皆様のご理解､ご協力により、一刻も早く正式に加入できますよう今後も努力してまいる予定でございます。
　さて､既にご通知を申し上げましたとおり、本日より地方自治法及び奥多摩町条例に基づき、平成22年第３回奥多摩町議会定例会を招集させていただきました。

　今議会に町長提案として提出する議案は､奥多摩町過疎地域自立促進計画の策定についての議案を含めて､決算認定10件､報告３件､補正予算８件､契約案件1件､「奥多摩町教育委員会委員の任命の同意を求めることについて｣の人事案件１件の計24件であります。

　次に､ご提案いたします議案につきましては､議事日程に従い担当課長より提案説明を申し上げますが、私からその概要について申し上げます。
　議案第57号　奥多摩町過疎地域自立促進計画(平成22年度から平成27年度)の策定について､でありますが､町は平成８年度に過疎地域の指定を受け､過疎地域活性化計画の策定を行い､平成12年度に過疎地域自立促進特別措置法の施行に伴い、10か年の過疎地域自立促進計画を策定し､平成21年度をもって終了しております｡本年４月１日に同法の一部を改正する法律が施行され､執行期限が６年間延長されたことから、今年度から平成27年度までの６年間の計画を策定したものであります｡本議会で議決をいただいた後、東京都を経由して国に提出するものであります。
　認定第１号から認定第10号につきましては､平成21年度一般会計を始め特別会計､企業会計､計10会計の歳入歳出決算の認定をいただく案件でございます。

　報告第２号及び報告第３号の２件につきましては、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律｣の規定に基づき､平成21年度決算における奥多摩町健全化判断比率と奥多摩町資金不足比率について報告するものであります。

　報告第４号につきましては、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律｣の規定に基づき報告するものであります。
　議案第58号から議案第65号につきましては､現在執行しております平成22年度奥多摩町一般会計及び特別会計８会計の補正予算案であります。

　議案第66号「奥多摩処理区下水道管渠建設工事その15請負契約について｣は、昨年施工いたしました棚沢地内の管渠に下水道ポンプを設置する工事の請負契約について､議会の議決を求めるものでございます。

　議案第67号｢奥多摩町教育委員会委員の任命の同意を求めることについて｣は､平成22年10月６日をもって任期満了となる教育委員　小峰　洋治氏の後任として､改めて同氏を任命したいので議会の同意を求めるものであります。

　以上、町長提出案件の概要を申し上げましたが､ご審議の上、ご決定をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。
　終わりにあたりまして､私から機会あるごとにお話しをさせていただいておりますが､町の財政環境は依然として厳しい状況であります。
　自主財源である町税は年々減少しており､そのかわりに都支出金の占める割合は､一般会計当初予算で40.3％と地方交付税の占める割合22.7％を大きく上回り、予算の４割以上を東京都に依存している状況でございます。

　この東京都支出金の中でも町の振興事業､財政状況､経営努力等を総合的に勘案して交付される市町村総合交付金は､将来を見据えたまちづくりを自主的に行い､住民福祉の増進と健全な行財政運営に資するため､その確保が当町にとって最重要課題であると考えております。
　このため、今後も事務事業の見直し等の内部努力はもちろん､絶え間ない行政改革により効率的かつ効果的な事務事業を執行する必要があります。
　去る８月５日、平成23年度の東京都予算の編成作業が始まるに際し､東京都町村会･東京都町村議長会合同で東京都各局に､新たに｢木質バイオマスエネルギー設備設置施設への支援｣等４項目を加えた、142件の来年度予算要望書を提出する要望行動を行ってまいりました。

　私自身は､今後も財源確保のため､あらゆる機会をとらえて東京都に対して理解してもらうよう努力していく所存であります。
　議員皆様方には､なお一層のご理解、ご協力をお願い申し上げまして、第３回定例町議会の開催にあたってのごあいさつといたします。
○議長（澤本　　章君）　以上で町長のあいさつは終わりました。
　これより議案審議に入ります。
　日程第６　議案第57号　奥多摩町過疎地域自立促進計画（平成22年度から平成27年度）の策定について、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。
［企画財政課長　加藤　一美君　登壇］
○企画財政課長（加藤　一美君）　それでは、議案第57号について、提案の理由を説明させていただきます。

　提案の理由につきましては、奥多摩町の総合的かつ計画的な対策を実施し、自立促進を図るための過疎地域自立促進計画を定めるため、過疎地域自立促進特別措置法（平成12年法律第15号）第６条第１項の規定により、議会の議決を必要とするためでございます。

　過疎地域自立促進特別措置法は昭和45年に制定され、過去３回にわたり10年ごとに法律が改正されている時限立法の法律でございます。当町では平成８年度から過疎地域に指定されておりますが、この促進計画に掲げた事業を実施する場合には、過疎対策事業債という起債の発行が可能となります。また、過疎対策事業債で借り入れた額の７割は、翌年度以降の地方交付税に算入されますので、実質３割の返済額となり、当町にとっては財政運営上、大変有利な制度となっております。

　また、今回の法律改正に伴い策定しました過疎地域自立促進計画の計画期間につきましては、平成22年度から平成27年度までの６年間となります。

　計画の策定にあたりましては、町の自立促進を図り、もって住民福祉の向上、雇用の増大、地域格差の是正及び美しく風格ある国土を形成することを基本的な指針とし、第４期奥多摩町長期総合計画の事業をもとに策定いたしました。
　促進計画の内容でございますが、目次をご覧ください。
　全体を８項目にまとめております。その内容についてですが、１基本的な事項、２産業の振興、３交通通信体系の整備、情報化及び地域間交流の促進、４生活環境の整備、５高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進、６医療の確保、７教育の振興、８地域文化の振興等と、８項目ごとに現状と課題、そして今後に向かって取り組むべき事業などを掲載しております。

　また、この計画書に掲載されている各種事業につきましては、過疎対策事業債の対象となり得るものを掲載しており、６年間の計画期間中において法律や制度の改正、あるいは時代の変化により新たな事業を追加し過疎対策事業債の対象とする場合は、内容の一部を変更し、議会の議決をいただき、国に提出することで過疎対策事業債の対象とすることができます。
　以上で提案の説明を終わります。
　ご審議の上、ご決定いただきますようお願いいたします。
○議長（澤本　　章君）　以上で説明は終わりました。
　これよりただいま上程の議案第57号の質疑を行います。11番師岡　　智議員。

○11番（師岡　　智君）　１点だけご質問します。

　今回に限らず今までも過去においていろいろな形で過疎債という形でこの事業に取り組んできたと思いますが、現在までの主な事業と、今まで過疎債として起債をした総額、状況等をお知らせいただきたいと思います。
○議長（澤本　　章君）　企画財政課長。
○企画財政課長（加藤　一美君）　師岡議員のご質問にお答えします。
　当町では平成８年度に過疎地域に指定されておりまして、翌年の平成９年度から過疎債を発行してございます。現在までに34事業、総額にして12億5,870万円を起債してございます。

　なお、今年度の残高ですけれども、５億3,516万9,000円を残して、それまでは返済をしてございます。

　主な事業としましては、大きなものとしましては、平成11・12年度に起債をしました文化会館の多目的ホールの建設事業、それと各種町道の整備、17・18年度につきましては老人デイサービスセンターの整備事業とか、これらの事業を行っております。そのほとんどがハード事業に充当されているということでございます。

○議長（澤本　　章君）　ほかに質疑はありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第57号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第57号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。
　よって、これより採決します。
　日程第６　議案第57号について、原案に賛成の議員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第57号については原案のとおり可決されました。

  次に、日程第７　認定第１号　平成21年度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定について、日程第８　認定第２号　平成21年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第９　認定第３号　平成21年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第10　認定第４号　平成21年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第11　認定第５号　平成21年度奥多摩町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第12　認定第６号　平成21年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第13　認定第７号　平成21年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第14　認定第８号　平成21年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第15　認定第９号　平成21年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定について、日程第16　認定第10号　平成21年度奥多摩町水道事業会計決算の認定について、以上10件を一括して議題とします。

これより提案理由の説明を求めますが、日程第17　報告第２号　平成21年度決算における奥多摩町健全化判断比率の報告について、日程第18　報告第３号　平成21年度決算における奥多摩町資金不足比率の報告について、は関連がありますので、認定第10号の説明終了後、続けて報告をお願いします。会計管理者。

［会計管理者　清水　　明君　登壇］
○会計管理者（清水　　明君）　認定第１号から認定第10号までの平成21年度一般会計歳入歳出決算を始めとする特別会計・企業会計の決算につきまして、地方自治法並びに地方公営企業法の規定に基づき議会の認定に付すべく その提案の説明を申し上げます。

　なお、本件につきましては、議会運営委員長からの報告がありましたとおり決算特別委員会を設置し、審査を付託することになりましたので、一般会計、特別会計、企業会計の順に概要の説明を申し上げます。
　初めに、認定第１号　平成21年度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定について、説明申し上げます。

　決算書の１ページをお開き願います。
　まず、歳入でございますが、歳入の収入済額の総額は 64億6,680万6,305円で対前年度比３億9,504万8,231円、6.5％の増となりました。

　その主な要因は、町税及び町債等が減額しているものの、地方交付税及び国の経済対策による地域活性化臨時交付金の増、東京都市町村総合交付金、基金繰入金及び繰越金等の増により対前年度比が増額となりました。
　また、収入未済額につきましては、町税ほか 2,980万418円で、対前年度比60万1,301円、2.1％の増となりました。

　なお、地方税法第18条により 359万3,649円の不納欠損処分を行いましたが､詳細につきましては事務報告書の95ページをご覧いただきたいと思います。

　次に、２ページ歳出でございますが、歳出の支出済額の総額は61億7,234万3,491円で、対前年度比３億5,919万4,986円、6.2％の増となりました。

　その主な要因は、災害復旧費、公債費等が減額となっているものの、財政調整基金、減債基金等への積立金、遠隔予防医療相談事業等の予防費、観光開発事業として奥多摩総合開発株式会社への増資、若者定住化住宅建設事業、学校給食センター建設事業等により増額となりました。　
その結果、歳入歳出差引残高は２億9,446万2,814円となりました。

　そのうち２億2,794万8,000円が翌年度繰越額となり、繰越す主な事業は、地域活性化・経済危機対策臨時交付金等の事業でございます。

　なお、平成21年度に執行した個々の事業につきましては、事務報告書に詳細が載っておりますので、後ほどご参照いただきたいと思います。

　次に126ページをお開き下さい｡｢実質収支に関する調書｣でございますが、歳入歳出差引額の２億9,446万3,000円から、翌年度へ繰り越すべき財源（２）繰越明許費繰越額の２億1,852万8,000円を差し引いた額 7,593万5,000円が実質収支額となりました。

　なお、127ページ以降の「財産に関する調書」につきましては、ご参照をいただきたいと思います。

　次に、認定第２号 平成21年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。

　奥多摩都民の森は、都民が自然に親しみ、林業の体験や野外レクリェーションを通して森林・林業についての正しい理解を深めるとともに、地域の振興を図る目的で平成５年７月にオープンした東京都の施設であります。平成18年度より指定管理者として運営を行っております。

　決算書の１ページをお開き願います。
　歳入の収入済額の総額は、6,955万2,995円で、対前年度比 243万3,052円、3.6％の増となりました。

　次に、歳出の支出済額の総額は 6,891万5,815円で、対前年度比 179万5,872円、2.7％の増となりました。

　次に、８ページの「実質収支に関する調書」をお開き願います。
歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源がありませんので、歳入歳出差引額の 63万7,180円が実質収支額となりました。

　なお、平成20年度まで、歳入歳出差引額を０円としておりましたが、平成21年度決算より本特別会計内での決算となりました。

　次に、認定第３号 平成21年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。

　奥多摩町山のふるさと村は、都民に奥多摩の豊かな自然に親しんでいただくためのレクリェーションの拠点となると同時に、自然への理解を深め貴重な自然の保護と回復を図って、都民が一体となったふるさと意織を育てることを目的に、平成６年度に全面オープンした東京都の施設であります。平成18年度より指定管理者として運営を行っております。

決算書の１ページをお開き願います。

歳入の収入済額の総額は１億5,965万1,934円で、対前年度比311万5,180円、2.0％の増となりました。

　次に、歳出の支出済額の総額は１億5,742万2,147円で、対前年度比 88万5,393円、0.6％の増となりました。

次に、９ページの「実質収支に関する調書」をお開き願います。歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源がありませんので、歳入歳出差引額の222万9,787円が実質収支額となりました。

　なお、平成20年度まで、歳入歳出差引額を０円としておりましたが、平成21年度決算より本特別会計内での決算となりました。

　次に、認定第４号　平成21年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。

　国民健康保険事業は、平成20年度に後期高齢者医療制度が開始され新制度への被保険者の大幅な移行がありましたが、本会計の運営は依然として厳しい状況にあるため医療費の抑制に努めました。

　決算書の１ページをお開き下さい。
　歳入の収入済額の総額は８億2,037万3,879円で、対前年度比 6,451万2,361円、8.5％の増となりました。

収入未済額は 1,094万2,000円で、対前年度比 70万5,900円、6.9％の増となり、地方税法第18条による不納欠損額は 66万3,100円で、対前年度比 26万3,100円、65.8％の増となりました。

　歳出の支出済額の総額は７億8,078万2,873円で、対前年度比 6,702万3,871円、9.4％の増となりました。

　次に、22ページの「実質収支に関する調書」をお開き願います｡

歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源がありませんので、歳入歳出差引額の3,959万1,006円が実質収支額となりました。

　なお、「財産に関する調書」につきましては、23ページをご参照いただきたいと思います。

　次に、認定第５号　平成21年度奥多摩町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。

　老人保健事業は、平成20年度の後期高齢者医療制度への移行により、平成20年３月分診療分までの医療費について、２年間の請求時効に伴い、平成20年度に引き続き平成21年度、平成22年度について、特別会計を継続することになりました。

　決算書の24ページをお開き願います。

　歳入の収入済額の総額は749万8,368円で、対前年度比 7,070万8,208円、90.4％の減となりました。

　歳出の支出済額の総額は 655万8,523円で、対前年度比 6,780万7,752円、91.2％の減 となりました。

　次に、31ページの「実質収支に関する調書」をお開き願います。

歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源がありませんので、歳入歳出差引額93万9,845円が実質収支額となりました。

　次に、認定第６号 平成21年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。

　後期高齢者医療事業は、老人医療費が増大する中、現役世代と高齢者の負担を明確化し、公平で分かりやすい制度とするため、老人医療制度に代わる新しい制度として平成20年４月から施行され、平成21年度において制度の見直しが行われました。

　決算書の32ページをお開き願います。

　歳入の収入済額の総額は１億5,627万8,459円で、対前年度比 149万8,605円、1.0％の増となりました。

収入未済額につきましては、110万7,800円で､対前年度比 142万6,000円、56.3％の減となりました。

　歳出の支出済額の総額は１億5,257万526円で、対前年度比 201万1,941円、1.3％の減となりました。

　次に、40ページの「実質収支に関する調書」をお開き願います。

歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源がありませんので、歳入歳出差引額370万7,933円が実質収支額となりました。

　次に、認定第７号　平成21年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。

　介護保険事業は、平成21年度から平成23年度まで第４期事業計画に基づき、介護サービスの質の向上等を重視した新たな計画がスタートいたしました。

　決算書の41ページをお開き願います。歳入の収入済額の総額は７億1,564万3,093円で、対前年度比 1,893万3,314円、2.7％の増 となりました。

収入未済額につきましては、211万9,600円で、対前年度比 33万6,500円、18.9％の増となりました。

　歳出の支出済額の総額は７億1,103万3,854円で、対前年度比 3,577万5,206円、5.3％の増となりました。

　次に、58ページの「実質収支に関する調書」をお開き願います。

歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源がありませんので、歳入歳出差引額460万9,239円が実質収支額となりました。

　なお、「財産に関する調書」につきましては、59ページをご参照いただきたいと思います。

　次に、認定第８号　平成21年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。

 　平成11年７月、全面供用開始となりました小河内処理区の平成22年３月末現在での水洗化率は99.3％、奥多摩処理区については、平成21年７月の一部供用開始に伴い水洗化率は26.3％、奥多摩町全体の普及率につきましては25.9％となりました。また、市町村設置型合併処理浄化槽は、橋詰地区他の12戸に整備をすることができました。

　決算書の１ページをお開き下さい。
　歳入の収入済額の総額は、10億4,057万3,339円で、対前年度比１億43万391円、8.8％の減となりました。収入未済額につきましては、対前年比１万993円の皆減となりました。

　歳出の支出済額の総額は、10億4,057万1,994円で、対前年度比１億43万214円、8.8％の減となりました。この減の主な要因は、奥多摩処理区管渠建設工事の減によるものでございます。

　次に、13ページの「実質収支に関する調書」をお開き願います。

歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源がございませんので、歳入歳出差引額の 1,345円が実質収支額となりました｡

　次に、認定第９号　平成21年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定について説明申し上げます。

　決算書の１、２ページをお開き下さい。
　収益的収入及び支出でございますが､収入決算額は５億1,043万8,244円、支出決算額は ４億9,762万7,363円で、収支差引額 1,281万881円の黒字となりました。

医業費用に対する医業収益の割合は61.8％で、前年度の61.4％と比較し0.4％の増となりました。

　次に、３、４ページの資本的収入及び支出でございますが、収入決算額は4,104万1,000円、支出決算額は6,569万4,513円で、収支差引額は2,465万3,513円の不足となりました。この不足額につきましては、過年度損益勘定留保資金で補填をいたしました。この資本的支出は、全身用Ｘ線ＣＴ診断装置整備事業費などでございます。

　なお、業務内容等詳細につきましては、決算書の21ページ以降、また事務報告書に詳しく記載してございますので、ご覧いただきたいと思います。

　次に、認定第10号　平成21年度奥多摩町水道事業会計決算の認定について説明申し上げます。

　決算書の１、２ページをお開き願います。
収益的収入及び支出でございますが、収入決算額は２億1,205万2,918円、支出決算額２億3,044万8,879円で、収支差引額は 1,839万5,961円の赤字となりました。 

　次に、３、４ページの資本的収入及び支出でございますが､収入決算額は０円、支出決算額は8,613万1,458円となり、収支差引額は8,613万1,458円の不足となりました。この不足額につきましては、当年度損益勘定留保資金で補填をいたしました。

　なお、平成22年４月１日の都営水道一元化を控え、資本的支出では必要最小限の事業実施となりました。

　なお、業務内容につきましては、決算書の19ページ以降及び事務報告書に詳しく記載してございますので、ご参照いただきたいと思います。

　以上、認定第１号から認定第10号までの決算につきまして提案の説明をさせていただきましたが、決算認定の意義につきましては、申し上げるまでもございませんが、歳入歳出予算の執行結果を総合的に確認し、今後の予算編成や財政運営に生かしていくという大切な意義がございますので、慎重なご審議をいただきましてご認定を賜りますようお願いを申し上げまして、提案の説明とさせていただきます。

○議長（澤本　　章君）　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。よって、午前11時10分から再開といたします。

午前10時54分　休憩

午前11時10分　再開

○議長（澤本　　章君）　休憩前に引き続き会議を開きます。
　報告第２号及び報告第３号の内容説明から行ないます。企画財政課長。
○企画財政課長（加藤　一美君）　それでは報告第２号及び報告第３号の説明をさせていただきます。
　初めに、報告第２号　平成21年度決算における奥多摩町健全化判断比率の報告について、説明させていただきます。

　本件は地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定に基づき報告するものでございます。
　それでは、平成21年度決算における奥多摩町健全化判断比率報告書をご覧ください。

　ここに記載してあります表は、左から実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率という内容になっております。これが財務４表と呼ばれるもので、地方公共団体の財政の健全度を示す判断基準になるものでございます。
　また、それぞれの表の中の上段に記載しております横棒のバーという記号と数字につきましては、平成21年度の決算後における、当町の数値であります。

　また、それぞれの表の下段に括弧で記載されている数値は、早期健全化基準といわれ、実質赤字比率は15.00％、連結実質赤字比率は20.00％、実質公債費比率は25.0％、将来負担比率は350.0％が基準とされ、四つの比率のうち一つでもこの基準を超えた場合には直ちに早期健全化計画を策定し、議会の議決を受けなければならない、とされております。

　それでは、内容について順にご説明をさせていただきます。
　初めに、実質赤字比率についてご説明させていただきます。
実質赤字比率は一般会計等における決算が黒字であったか赤字であったかを示すものでありまして、当町の場合は一般会計及び一般会計に属する特別会計の都民の森特別会計、山のふるさと村特別会計における実質赤字額を標準財政規模で割った数値で表します。
　なお、標準財政規模とは町税や地方交付税など、使途が特定されず自由に使えるお金の総額をいいます。ちなみに当町における平成21年度の標準財政規模は24億4,314万6,000円となっております。

当町における平成21年度実質赤字比率につきましては、表の上段に横棒のバーという記載になっておりますが、これは一般会計を含む３会計の決算が黒字であることを示すものでございます。

内容につきましては、一般会計を含む３会計で7,880万2,000円を繰越しておりますので、ルールに基づき計算をしますと当町の実質赤字比率はマイナス3.22％という数字になります。したがって、この表の上では０以上の正数が赤字比率として記載されますことから、黒字はルールにより横棒のバーという記載になります。

次に、連結実質赤字比率についてご説明させていただきます。
連結実質赤字比率は、当町におけるすべての会計の決算状況が赤字であったか黒字であったかを示すもので、一般会計、特別会計、公営企業会計を含め、全10会計が対象となります。

内容につきましては、一般会計を含む３会計の繰越金が7,880万2,000円、特別会計では国民健康保険特別会計など４会計の繰越金が4,884万8,000円、公営企業会計では水道事業会計など３会計の剰余金が１億9,172万円で、合計で３億1,937万1,000円の黒字となっております。連結実質赤字額を標準財政規模で割った数値につきましては、マイナス13.07％となり、黒字の決算となっております。よって、この表の上では実質赤字比率と同様に０以上の正数が赤字比率として記載されますことから、黒字はルールにより横棒のバーという記載になります。
次に、実質公債費比率についてご説明させていただきます。
実質公債費比率は、一般会計における公債費と公営企業会計等の公債費の償還に充てられた一般会計からの繰出金との合計額等を、標準財政規模で割った数値で表します。平成21年度決算における当町の実質公債費比率につきましては、表の上段に記載しておりますとおり15.7％になります。実質公債費比率につきましては、当該年度を含め過去３か年の単年度実質公債費比率の平均値を表しますので、過去３か年の平均が15.7％になります。

実質公債費比率につきましては、表の下段に括弧して25.0％とありますが、この数値を超えた場合には財政健全化計画を策定しなければなりません。また、実質公債費比率が18.0％を超えた場合には、地方債を発行する場合に協議制から許可制となり、当町は前年度まで18.0％を超えていましたので、起債を発行する場合には許可を受けておりましたが、平成21年度決算において15.7％と18.0％未満になりましたので、起債を発行する際には協議性となりました。

次に、将来負担比率についてご説明をさせていただきます。
将来負担比率とは、一般会計及び公営企業会計等における地方債の残高や職員の退職手当など、現時点において将来的に支払が見込まれる額から、基金などこれに充当可能な額を差引いた総額を分子に、標準財政規模から地方交付税に算入される公債費充当額等を差引いた総額を分母にして算出した数値のことをいいます。これを簡単に説明しますと、町に１年間に入る収入額と蓄えてある基金等の額が、将来支払っていかなければならない公債費等に対して現在どのようなバランス状態にあるのか、を判断する指標でございます。
当町の平成21年度決算における将来負担比率につきましては、表にございますように69.0％となっております。将来負担比率につきましては、表の下段に括弧して350.0％が早期健全化基準となっておりますので、現時点では健全な状況となっております。

以上で報告第２号の説明を終わらせていただきます。
次に、報告第３号　平成21度決算における奥多摩町資金不足比率の報告について、説明させていただきます。

本件は地方公共団体の財政の健全化に関する法律第22条第１項の規定に基づき報告するものでございます。

それでは平成21年度決算における奥多摩町資金不足比率報告書をご覧ください。

この表は上から、水道事業会計、病院事業会計、下水道事業特別会計の順に記載してございますが、資金不足比率につきましては、公営企業会計における資金が不足しているのか足りているのかを判断する指標でございます。
また、先ほど説明をさせていただきました財務４表と同じく、上段に記載しているものが平成21年度決算における数値で、それぞれ下段に括弧して20.0％としているものが早期健全化基準ということで、この基準を超えた場合には経営健全化計画を策定し、議会の議決を受けなければならないとされております。

資金不足比率の内容につきましては、それぞれの会計における流動資産から流動負債を差引いた額がマイナスになりますと資金不足ということで、計算式により比率計算を行った上で表の上段に０以上の正数を記載しますが、プラスの場合は資金が足りているということで比率の計算は行わず、横棒のバーを記載することになっております。
当町における公営企業３会計の平成21年度決算における流動資産から流動負債を差引いた額につきましては、水道事業会計がプラス7,807万4,000円、病院事業会計がプラス１億1,364万6,000円、下水道事業特別会計がプラス1,000円と、いずれの会計も資金不足の状況にはなく、よって各表の上段には横棒のバーという記載がされております。

以上で報告第２号及び報告第３号の説明を終わります。
○議長（澤本　　章君）　以上で説明及び報告は終わりましたが、平成21年度の各会計決算並びに平成21年度分の健全化判断比率、資金不足比率については、それぞれ監査委員の審査に付され、お手元にその審査意見書の写しが既に配布されております。

　こちらに滝島代表監査委員にご出席をいただいておりますので、審査の経過及び結果についてご報告いただきたいと思います。滝島代表監査委員。
［代表監査委員　滝島　勇一君　登壇］

○代表監査委員（滝島　勇一君）　こんにちは。ただいまご指名をいただきました代表監査委員の滝島　勇一でございます。若干お時間をいただきまして決算審査報告、並びに財政の健全化に関する審査報告を申し上げたいと思います。
　このたび地方自治法の規定により審査の対象となりましたのは、平成21年度の奥多摩町における次の会計の歳入歳出決算でございます。まず一般会計、次に都民の森管理運営事業特別会計、山のふるさと村管理運営事業特別会計、国民健康保険特別会計、老人保健特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、下水道事業特別会計の８決算でございます。

また、地方公営企業法の規定により審査の対象となりましたのは、同じく平成21年度の奥多摩町の国民健康保険病院事業会計、水道事業会計の２決算でございます。

審査の実施日は平成22年７月29日、８月３日、８月４日、８月６日の４日間で、審査の実施者は小澤　春義監査委員と私、２名でございます。

審査手順につきましては報告書に記載のとおりでございますが、要するに平成21年度のすべての事務事業について決算審査を行い、各課長及び係長から所管の事務事業のうち主たる事業の必要性、有効性につき意見聴取を行い、併せて職員の担当者意識についてもヒアリングを行いました。

次に審査結果ですが、平成21年度の奥多摩町の全10会計の決算書類は関係法令に準拠して作成されており、関係諸帳簿及び会計伝票並びに証拠書類と照合の結果、決算の計数に誤りはなく預金残高とも符合し、基金の運用状況及び予算の執行も適正かつ正確であり、歳入歳出とも妥当であったと認めます。

次に審査の概要ですが、お手元の意見書の２ページの（１）一般会計より８ページの（11）基金の状況まで、それぞれの会計における状況と内容について記載してございますので、恐れ入りますが詳しい説明は割愛させていただきます。

また、個々の会計の審査意見につきましても８ページから10ページに記載してございますのでご参照いただくこととして、総括的なことを申し上げ審査意見の報告とさせていただきます。

お手元の審査意見書11ページに総括・結びとして記載してございますが、まず、都営水道の一元化が実現し、将来の財政負担が軽減されることは非常に幸いなこととしても、税収及び人口の減少、諸施設の老朽化による将来の費用負担、下水道設備の必要資金などを考慮すると、町の未来に明るい要素が少ないように見えるのが現実であろうかと思われます。
　しかしそれは、町民誰もが既に内心では自覚していることなのではないでしょうか。将来の財政の厳しさを正確に情報開示し、理解を求め、箱物行政から脱却し、町民の心の充足のために限られた財源を投入してはいかがなものでしょうか。
　また、これからの核となるべき環境事業において、縦割り行政の弊害が随所に見られます。顧客ニーズはますます多様になり、現状のように各課が個別に種々の施策を行なっているのでは総合的な魅力に欠け、結果としてむなしく予算が浪費されることになります。正しい市場調査などと、第３セクターを含む組織横断的な総合企画戦略室のような作戦会議の場を持つ必要があるのではないかと思われます。
　また、地方自治法にいう最小の経費で最大の効果をあげるためには、その前提として複式簿記及び発生主義会計を取り入れることが必要不可欠であると思われます。資産だけでなく見逃しがちな将来の退職金給付を含む負債を一覧にすることにより、現在、提供しているサービスの質、量を今後とも継続することが可能かどうか、あるいは新規事業又はサービスを賄う余裕があるかどうか、という判断を容易に、かつ、正しく行なうことが可能になります。行政コスト計算書等を年１回作成するだけでなく、発生主義会計を日常的な行政活動の管理・統制に役立てるべく、他市町村に先駆けて導入することを提案したいと考えます。
次に、先ほど報告がなされましたが、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定により審査に付されました、平成21年度の奥多摩町の健全化判断比率算定書類、及び資金不足比率算定書類に関する審査の結果につきご報告申し上げます。

審査日は平成22年8月20日、審査の実施者は小澤委員と私でございます。

審査手順につきましては報告書に記載のとおりでございます。また、審査結果につきましては、算定基礎事項を記載した書類と総括表とを照合の結果、計数等はすべて正しく、適正に書類が作成されていたものと認めます。
なお、実質公債費比率は負担適正化計画のもとでの取り組みの結果、本年度は18％を下回ることができましたが、今後も継続して負担適正化に努める必要があると思います。

また、将来負担比率も地方債の減額、充当可能基金の増加等により、対前年度比30％超の下落を見ましたが、下水道事業の将来負担を考えると、引き続き堅実な財政運営がなされる必要があると思います。

　以上をもちまして平成21年度の決算審査、並びに平成21年度分財政の健全化に関する審査結果につきましての議会報告とさせていただきます。長時間、お時間をいただきまして誠にありがとうございました。

○議長（澤本　　章君）　以上で滝島代表監査委員の報告は終わりました。滝島委員、大変ご苦労さまでした。併せて議会選出の小澤監査委員につきましてもご苦労さまでした。
　お諮りします。ただいま上程の認定第１号から認定第10号までについては、議長及び議会選出監査委員である小澤議員を除く、委員12名で構成する決算特別委員会を設置し、これに付託し審査することにしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。よって、本件につきましては決算特別委員会を設置し、これに付託し審査することに決定しました。　
　ここで決算特別委員会委員長の互選のため暫時休憩とします。休憩中に決算特別委員会の正副委員長の選出を行い、ご報告願います。
午前11時29分　休憩

午前11時36分　再会

○議長（澤本　　章君）　休憩前に引き続き会議を開きます。
　休憩中に正副委員長の選出が行われましたので、その結果を事務局長より報告させます。事務局長。
○事務局長（大野　　尚君）　休憩中に決算特別委員会の正副委員長の選出が行われましたので、その結果を報告いたします。
　決算特別委員会委員長に４番須崎　　眞議員、同副委員長に２番酒井　正利議員、以上のとおり選出されました。
　報告を終わります。
○議長（澤本　　章君）　以上のとおり決算特別委員会委員長に４番須崎　　眞議員、副委員長は２番酒井　正利議員に決定しました。会期中に審査が終了するようお願いします。
次に、日程第19　報告第４号　奥多摩町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価（平成21年度分）の報告について、の報告をお願いします。

教育課長。
［教育課長　井上　永一君　登壇］
○教育課長（井上　永一君）　報告第４号　奥多摩町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価（平成21年度分）の報告につきまして、ご説明させていただきます。

　この項目につきましては、奥多摩町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価（平成21年度分）につきまして、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第27条の規定により報告するものでございます。

　前年度は平成21年第４回定例会でご報告させていただきましたが、今年度から町の事務報告書とあわせ毎年１回、第３回定例会で報告をさせていただきます。

　報告書の１ページをお開きください。
　第１の点検及び評価の実施について、第２の点検及び実施方針について、につきましては、この報告書を作成するに至った経緯、点検及び評価についての目的や実施方法について記載しております。
３ページをお開きください。
　第３といたしまして、平成21年度における教育委員会の活動状況についての報告です。３ページ、４ページは毎月開催しております教育委員会定例会及び臨時会の会議内容を、５ページ、６ページにつきましては学校行事、外部への出張等の活動内容につきまして掲載いたしております。

　７ページをお開きください。
　第４といたしまして、教育委員会の平成21年度に取り組んだ教育行政の基本となる教育目標及びこの目標を達成するための５つの基本方針を掲載しております。

　８ページをお開きください。
　第５といたしまして５つの基本方針に基づき取り組みました教育施策としての23の重点項目を、それぞれの基本方針ごとに掲載しております。

11ページをお開きください。

　11ページから26ページまでは事務の管理及び執行の状況の点検及び評価となります。第５で定めた23の重点項目につきまして、各分野で取り組んだ具体的な事務事業について点検し、それを自己評価しております。評価につきましては、それぞれの施策、事務事業ごとに点検結果といたしまして、◎が事務事業の取り組みが順調に行われているという記号で、以下、○は概ね順調である、△はやや順調でない、×は順調でないという評価でございます。その点検結果の右側にそれぞれの事務事業につきましての取組概要を記載しております。

11ページでご説明いたしますと、この表では道徳授業地区公開講座については順調に実施している、その下の２つの事業については概ね順調である、最後の特色ある学習の補助は順調に実施している、という結果であるということでございます。

それ以降、26ページまでそれぞれ重点項目につきまして、その項目に沿って実施した事業について同様に評価をしておりますので、後ほどご覧いただければと思います。

なお、今回の点検、評価につきましては、平成21年度に実施した事業について平成21年度末の状況で評価をしておりますので、現在の状況と相違しているものもあろうかと思いますがご理解をお願いいたします。

27ページをお開きください。

教育委員会は毎年、その権限に属する事務の執行状況につきまして自ら点検及び評価を行い、これを教育に関し学識経験を有する方の意見を聞くことが義務づけられておりますが、その意見聴取の結果でございます。今回は学識経験者といたしまして元教育長の大舘眞氏、原島　金廣氏のお二方に点検評価委員をお願いいたしました。
意見聴取をしている中で、教育委員会の事務事業の執行につきまして様々なご意見を頂戴いたしました。これらのご意見を今後の教育行政に生かしていきたいと考えております。
以上、21年度の教育委員会事務事業の執行状況の点検及び評価の概要につきましてご報告いたしました。

教育委員会では、この報告書を図書館等の施設で公表し、住民皆様からも広くご意見をいただきながら、これからの教育行政の適正な事務の管理と執行に生かしていきたいと考えております。
以上で報告第４号　奥多摩町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価（平成21年度分）の報告についての説明とさせていただきます。

○議長（澤本　　章君）　以上で説明は終わりました。
　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。よって、午後１時から再開といたします。
午前11時45分　休憩

午後１時00分　再開

○議長（澤本　　章君）　休憩前に引き続き会議を開きます。
　日程第20　議案第58号　平成22年度奥多摩町一般会計補正予算（第１号）、日程第21　議案第59号　平成22年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第１号）、日程第22　議案第60号　平成22年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第１号）、日程第23　議案第61号　平成22年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、日程第24　議案第62号　平成22年度奥多摩町老人保健特別会計補正予算（第１号）、日程第25　議案第63号　平成22年度奥多摩後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）、日程第26　議案第64号　平成22年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第１号）、日程第27　議案第65号　平成22年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第１号）、以上８件を一括して議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。副町長。
［副町長　村木　義雄君　登壇］
○副町長（村木　義雄君）  議案第58号から議案第65号までの平成22年度奥多摩町一般会計を始めとする各会計の補正予算について、提案の説明を申し上げます。

　初めに､議案第58号　平成22年度奥多摩町一般会計補正予算(第１号)について、説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第1条　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億706万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ57億9,706万円とするものでございます。

２として､既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正｣によるもの、第２条　既定の町債の変更については｢第２表 町債補正｣によるものでございます。

　それでは､内容について説明を申し上げます｡まず､１ページの歳入でございます。
　地方特例交付金の地方特例交付金859万6,000円増､特別交付金57万円減につきましては交付決定によるもので、802万6,000円を追加し1,139万6,000円に､地方交付税では普通交付税が同じく交付決定により１億922万7,000円を追加し13億7,922万7,000円に､使用料及び手数料は農林水産施設で、滞在型農園使用料30万円を減額し１億201万1,000円とするものでございます。

次に､国庫支出金の国庫負担金は民生費で、子ども手当負担金の錯誤により7,064万6,000円減､国庫補助金は教育費で、要保護児童生徒援助費補助金１万7,000円増､国庫委託金では民生費で、子ども手当事務費交付金115万9,000円増の差引き計6,947万円を減額し１億2,053万円とするものでございます。

次に､都支出金の都負担金は民生費で、子ども手当負担金1,238万6,000円の減､都補助金は民生費で、次世代育成支援対策事業補助金78万5,000円増､衛生費で医療保健政策包括事業補助金52万4,000円増､農林水産業費では農業費で緊急裸山対策事業補助金等389万円増､林業費でシカ被害跡地復旧造林事業等1,966万6,000円増､商工費で地球温暖化対策等推進補助金26万3,000円増となり､都補助金は2,512万8,000円の増で、都支出金は差引き計1,274万2,000円を追加し22億6,603万7,000円とするものでございます。

　次に､財産収入では栃久保宅地分譲地売払収入368万3,000円を追加し4,111万円に､繰入金では特別会計繰入金として老人保健特別会計105万円､介護保険特別会計362万1,000円、後期高齢者特別会計310万8,000円を追加するほか､基金繰入金につきましては減債基金5,000万円の減を行い､繰入金計では差引4,222万1,000円を減額し8,568万2,000円とするものでございます。

　次に繰越金については、平成21年度からの繰越額の確定により6,093万5,000円を追加し7,593万5,000円とするもの､諸収入につきましては受託事業収入で、多摩の森林再生事業813万1,000円増､花粉症発生源対策事業4,359万1,000円増で5,172万2,000円の増､雑入では庁舎使用料100万円減となり､諸収入計で5,072万2,000円を追加し４億667万8,000円とするものでございます。

　次に町債でございますが､臨時財政対策債の額の確定に伴い7,371万6,000円を追加し２億7,371万6,000円とするもので､２ページ下段､今回の補正の総額につきましては２億706万円を追加し57億9,706万千円とするものでございます｡

 ３ページ歳出でございます。

議会費は､人件費17万4,000円を減額し１億63万2,000円とするものでございます｡

次に､総務費のうち総務管理費では電子計算開発費で西多摩郡町村電算共同システム構築委託料5,767万6,000円増､財政調整基金積立金3,650万円増他、人件費等で計１億371万円増､徴税費621万9,000円減､戸籍住民基本台帳費124万2,000円減､選挙費８万1,000円増､監査委員費13万1,000円増は主に人件費の補正で､総務費計では9,646万1,000円を追加し９億8,344万円とするものでございます。

次に､民生費のうち社会福祉費では高齢者在宅サービスセンター工事請負費150万円増他、人件費等で850万6,000円の増､児童福祉費では子ども手当9,542万円減他、人件費の補正で8,185万4,000円の減､国民年金費は人件費128万6,000円減となり､民生費計では7,463万4,000円を減額し10億1,419万1,000円とするものでございます。

次に､衛生費のうち保健衛生費では食育推進事業費を新たに計上する他、人件費等で270万9,000円の増､清掃費ではごみ処理事業他、人件費等で722万8,000円の増となり､衛生費計では993万7,000円を追加し４億5,846万9,000円とするものでございます。

次に､農林水産業費のうち農業費では農作物有害鳥獣緊急捕獲等407万2,000円増､栃寄簡易給水施設の用地買収等220万5,000円増他で703万3,000円の増､林業費では多摩の森林再生事業813万3,000円増､シカ被害跡地復旧造林委託料2,000万円増､花粉症発生源対策事業4,359万5,000円増他で8,421万7,000円の増､水産業費は人件費等で29万6,000円の増となり､農林水産業費計では9,154万6,000円を追加し７億7,409万5,000円とするものでございます。

　商工費は観光費で､秩父多摩甲斐国立公園指定60周年及び山のふるさと村開園20周年記念音楽祭500万円増他、人件費で401万7,000円を追加し３億2,712万2,000円とするものでございます。

次に､土木費のうち土木管理費は人件費で1,069万1,000円の増､道路橋梁費では道路新設改良事業等905万1,000円増､河川改良費1,200万円増､住宅費では長畑地内住宅用地買収費他1,306万7,000円増､下水道費は特別会計繰出金800万円増となり､土木費計では5,280万9,000円を追加し９億344万6,000円とするものでございます。

次に､４ページでございます。

消防費では主に人件費の補正で、114万1,000円を追加し２億3,372万7,000円とするものでございます。

　次に､教育費のうち教育総務費は学校学習支援等業務委託料240万円増､吹奏楽部用楽器購入221万1,000円増他、人件費等513万2,000円の増､小学校費は教室等木質化調査委託料100万円他178万2,000円の増､中学校費は和楽器購入266万9,000円増､中学校建設費600万円増他で906万7,000円の増､給食費は給食センター整備工事他373万4,000円増､社会教育費は海外派遣事業補助金他、人件費で254万8,000円増､保健体育費では第68回国民体育大会自転車競技コース設計委託料280万円他、施設維持で373万円を増額するもので､教育費計では2,599万3,000円を追加し５億4,425万6,000円とするものでございます。

　予備費につきましては３万6,000円を減額調整し1,054万4,000円とするもので､歳出合計の補正額は歳入と同様に２億706万円を追加し､57億9,706万円とするものでございます。

　次に､５ページの町債の補正でございますが､額の確定に伴い臨時財政対策債7,371万6,000円を追加し、合計で２億7,371万6,000円とするものでございます。

以上で､議案第58号の説明を終わらせていただきます。

　次に､議案第59号　平成22年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算(第１号)について説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第1条　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ63万6,000円を追加し､歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ7,263万6,000円とするものでございます。

２として､既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は｢第１表 歳入歳出予算補正｣によることとしております。
１、２ページをお開きください。

　歳入の繰越金については､平成21年度からの繰越額の確定により63万6,000円を追加し63万7,000円に､歳入合計も63万6,000円追加し7,263万6,000円とするもので、歳出は総務費の利用管理費で､園地管理賃金･需用費を63万6,000円追加し7,262万8,000円とし､歳出合計も63万6,000円を追加し7,263万6,000円とするものでございます。

以上で､議案第59号の説明を終わらせていただきます。

　次に､議案第60号　平成22年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算(第１号)について説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第1条　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ222万8,000円を追加し､歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億6,322万8,000円とするものでございます。

２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は｢第１表 歳入歳出予算補正｣によることとしております。

１、２ページをお開きください。
　歳入の繰越金については､平成21年度からの繰越額の確定により222万8,000円を追加し222万9,000円に、歳入合計も222万8,000円を追加し１億6,322万8,000円とするもので、歳出では総務費の利用管理費で､イベント開催に伴う消耗品及び修繕費等需用費を222万8,000円追加し１億6,311万3,000円に､歳出合計も222万8,000円を追加し１億6,322万8,000円とするものでございます。

　以上で､議案第60号の説明を終わらせていただきます。

　次に､議案第61号　平成22年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算(第１号)について説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第1条　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2,967万1,000円を追加し､歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億1,367万1,000円とするものでございます。

２として､既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は｢第１表 歳入歳出予算補正｣によることとしております。

１ページをお開きください｡歳入でございます。
繰越金は､平成21年度の繰越額の確定に伴い2,959万1,000円を追加し3,959万2,000円に､諸収入は療養費等指定公費分等８万円を追加し35万4,000円とするもので､歳入合計は2,967万1,000円を追加し７億1,367万1,000円とするものでございます。

　次に､２ページ、歳出でございます。
　保険給付費の療養諸費では､退職被保険者等療養給付費1,209万1,000円､高額療養費では一般被保険者･退職被保険者等療養費1,750万円の計2,959万1,000円を見込み５億1,690万円とするもの､保険事業費は特定健康診査等事業費で消耗品８万円を追加し803万4,000円とし､歳出合計は2,967万1,000円を追加し７億1,367万1,000円とするものでございます。

　以上で､議案第61号の説明を終わらせていただきます。

　次に､議案第62号　平成22年度奥多摩町老人保健特別会計補正予算(第１号)について説明申し上げます｡

　歳入歳出予算の補正でございますが、第1条　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ105万円を追加し､歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ155万円とするものでございます。

２として､既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は｢第１表　歳入歳出予算補正｣によることとしております。
１、２ページをお開きください｡歳入歳出ともに過年度分の精算でございます。
歳入については､支払基金交付金２万3,000円を追加し19万4,000円に､国庫支出金７万3,000円を追加し７万4,000円に､都支出金１万7,000円を追加し１万8,000円に､繰入金は一般会計繰入金を1,000円減額し31万8,000円に､繰越金は平成21年度の確定に伴い93万8,000円を追加し93万9,000円とするもので､歳入合計は105万円を追加し155万円とするものでございます。

　歳出では､医療諸費は財源組み替えで､諸支出金の繰出金は過年度分町負担金返還金等105万円を追加し105万3,000円に､歳出合計も105万円を追加し155万円とするものでございます。

以上で､議案第62号の説明を終わらせていただきます。

　次に､議案第63号　平成22年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号)について説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第1条　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ431万3,000円を追加し､歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億9,331万3,000円とするものでございます。

２として､既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入議出予算の金額は｢第１表　歳入歳出予算補正｣によるものでございます。
１ページをお開きください｡歳入でございます。
　後期高齢者医療保険料60万7,000円を追加し6,130万9,000円に､繰越金370万6,000円を追加し370万7,000円とするもので､歳入の補正額は431万3,000円を追加し１億9,331万3,000円とするものでございます。

　次に､２ページ歳出でございます。
　保健事業費の健康診査費で需用費９万6,000円追加し231万2,000円に､諸支出金は過年度保険料還付金74万円、及び一般会計繰出金310万8,000円の計384万8,000円を追加し484万9,000円に､予備費36万9,000円増額調整し､歳出の補正額計は431万3,000円を追加し１億9,331万3,000円とするものでございます。

　以上で､議案第63号の説明を終わらせていただきます。

　次に､議案第64号　平成22年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算(第１号)について説明申し上げます。

歳入歳出予算の補正でございますが、第1条　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,357万8,000円を追加し､歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億1,807万8,000円とするものでございます。

２として､既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は｢第１表 歳入歳出予算補正｣によることとしています。

１ページをお開きください。
歳入の主な内容は､平成21年度の交付金等の確定に伴うもので､介護保険料161万9,000円を追加し１億406万6,000円に､国庫支出金10万8,000円を追加し１億5,470万3,000円に、支払基金交付金2,000円を減額し１億8,878万8,000円に､都支出金158万5,000円を追加し１億344万4,000円に､一般会計及び基金からの繰入金566万3,000円を追加し１億5,892万5,000円に、繰越金は460万5,000円を追加し460万9,000円とするもので､歳入合計では1,357万8,000円を追加し７億1,807万8,000円とするものでございます。

 　次に､２ページ、歳出でございます。

 総務費の総務管理費では主に人件費の補正で131万8,000円を追加し4,475万3,000円に､保健給付費は高額介護サービス等費250万円増､高額医療合算介護サービス等費250万円で計500万円を追加し６億2,938万円に､地域支援事業費の介護予防事業費では生活機能評価システム保守点検等委託料､送迎対応型デイサービス事業歯科衛生士等賃金23万6,000円の増､包括的支援･任意事業費では専門職等の研修費８万円増の計31万6,000円を追加し3,625万4,000円に､基金積立金は介護給付費準備基金積立金２万円を追加し２万2,000円に､諸支出金は過年度返還金及び一般会計への繰出金で692万4,000円を追加し743万6,000円とし､歳出補正額は1,357万8,000円を追加し７億1,807万8,000円とするものでございます。

　以上で､議案第64号の説明を終わらせていただきます。

　次に､議案第65号 平成22年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算(第１号）について説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第1条　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ800万円を追加し､歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ14億1,600万円とするものでございます。

２として､既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は｢第１表　歳入歳出予算補正｣によるものでございます。
１ページをお開きください。
歳入の繰入金は一般会計からの繰入金を800万円追加し３億4,930万6,000円に､歳入合計も800万円を追加し14億1,600万円とするものでございます。

２ページ、歳出の総務費は施設維持管理費2,000円を追加し9,234万9,000円に､事業費の下水道事業費は下水道管渠布設用地買収費等232万円を追加し12億516万9,000円に､公債費は長期債利子586万円を追加し１億1,686万4,000円に､予備費で18万2,000円減額調整し､歳出合計は800万円を追加し14億1,600万円とするものでございます。

以上､議案第58号から議案第65号までの一般会計並びに特別会計について、補正予算の提案のご説明をさせていただきました｡今後の予算執行に欠かせない予算でございますので､ご審議を賜りご決定をいただきますようお願い申し上げます。

○議長（澤本　　章君）　以上で説明は終わりました。
　お諮りします。ただいま上程の議案58号から議案第65号までについては会議規則第37条の規定により、所管の各常任委員会に審査を付託するところですが、両委員会合同で開催する連合審査会に審査を付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。よって、議案第58号から議案第65号までについては連合審査会に審査を付託することに決定しました。今会期中に審査が終了するようお願いします。

　次に、日程第28　議案第66号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その15請負契約について、を議題とします。

　ここで地方自治法第117条の規定により、９番清水　典子議員には次の議案審議まで退席を求めます。

［９番　清水　典子君　退席］
○議長（澤本　　章君）　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。
［企画財政課長　加藤　一美君　登壇］
○企画財政課長（加藤　一美君）　それでは、議案第66号について提案の理由を説明させていただきます。

本件は議案書の提案理由にありますとおり、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年条例第16号）第２条に定めます予定価格が5,000万円を超えますので、議会の議決を求めるものでございます。

契約の目的は、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その15でございます。

契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。
契約の金額は、１億6,380万円でございます。

契約の相手方は、東京都西多摩郡奥多摩町棚沢777番地１　清水土木建設株式会社　代表取締役　清水　福平氏です。

入札調書につきましては添付のとおりでございますのでご参照願います。 

なお、本請負契約につきましては、去る８月30日に入札を執行いたしまして、現在、仮契約を結んでおります。本日、議決をいただきますと明日８日が本契約となり、工期につきましては平成23年３月18日を予定しております。

工事の概要につきましては担当課長より説明させていただきます。
ご審議の上、ご決定いただきますようお願い申し上げます。
○議長（澤本　　章君）　地域整備課長。
○地域整備課長（宮田　昭治君）　ただいま上程の議案第66号の工事概要につきまして、ご説明申し上げます。

　工事件名　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その15、工事場所　東京都西多摩郡奥多摩町棚沢68番３先、棚沢地区でございます。工期につきましては平成23年３月18日まで、工事の概要につきましては記載のとおりでございます。

　次のページをお開きください。次は案内図でございます。
　その次のページをお開きください。マンホールの位置図でございまして、赤い丸につきましてはマンホールポンプで、メインポンプ４基を入れまして２台設置をされます。緑の丸につきましてはグラインダーポンプで、１台の設置でございます。
　また、図面中央に川井地区と表示がございますが、これは下水道認可取得時の範囲が川井地区の範囲となっておりますのでよろしくお願いします。
　また、ちなみに左側に氷川地区というのが表示されておりますけれども、白丸滝ノ沢より以西全体を氷川地区として位置づけているためでございます。
　次のページにつきましては、マンホールポンプの詳細図が２枚ついております。
　以上で議案第66号の説明を終わります。

　ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願いいたします。
○議長（澤本　　章君）　以上で説明は終わりました。
　これよりただいま上程の議案第66号の質疑を行います。

　質疑はありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第66号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第66号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。
　よって、これより採決します。
　日程第28　議案第66号について、原案に賛成の議員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第66号については原案のとおり可決されました。

　ここで退席された清水　典子議員には自席にお戻りいただきます。
［９番　清水　典子君　着席］
○議長（澤本　　章君）　次に、日程第29　議案第67号　奥多摩町教育委員会委員の任命の同意を求めることについて、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。総務課長。
［総務課長　原島　　肇君　登壇］
○総務課長（原島　　肇君）　議案第67号　奥多摩町教育委員会委員の任命の同意を求めることについて、提案のご説明をいたします。

　次の者を教育委員会委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第162号）第４条第１項の規定に基づきまして、議会の同意を求めるものでございます。

　住　　所　奥多摩町氷川304番地

　氏　　名　小峰　洋治
　生年月日　昭和18年９月29日生まれでございます。

　理由でございますが、教育委員会委員　小峰　洋治氏が平成22年10月６日をもって任期満了となりますので、その後任として同、小峰　洋治氏をその委員として任命いたしたく、議会のご同意を求めるものでございます。

　小峰　洋治氏の学歴、職歴等につきましては、お手元の略歴書のとおりでございます。小峰氏は平成18年10月より教育委員会委員として務められておりますとともに、この委員として人格、識見ともに適任でありますので引き続き任命いたしたく、議会のご同意をお願いするものでございます。

　十分なるご審議をいただきまして、ご同意を賜りますようお願い申し上げまして、提案の説明といたします。
○議長（澤本　　章君）　以上で説明は終わりました。
　これよりただいま上程の議案第67号の質疑を行います。

(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第67号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第67号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。
　よって、これより採決します。
　なお、採決は無記名投票により行います。
　議場を閉鎖します。
［議場閉鎖］
○議長（澤本　　章君）　ただいまの出席議員は13名であります。

　次に、開票立会人を指名します。
　会議規則第30条第２項の規定により、開票立会人に６番竹内　和男議員、７番小澤　春義議員を指名します。

　投票用紙を配布させます。
［投票用紙配布］
○議長（澤本　　章君）　投票用紙の配布漏れはありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　配布漏れなしと認めます。
　投票箱を点検します。
［投票箱点検］
○議長（澤本　　章君）　異常なしと認めます。
　ただいまから投票を行ないます。
　日程第29　議案第67号　小峰　洋治君を奥多摩町教育委員会委員に任命することについて、これに同意することを可とする議員は賛成に、否とする議員は反対に、丸印を表示のうえ投票箱に投票願います。

　それでは、１番師岡　伸公議員から順次投票を願います。
［投票］
○議長（澤本　　章君）　投票漏れはありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　配布漏れなしと認め、投票を終わります。
　続いて、開票を行ないます。竹内　和男議員、小澤　春義議員に立会いをお願いします。
［開票］
○議長（澤本　　章君）　それでは投票の結果を報告します。
　投票総数13票、有効投票13票。有効投票中、賛成票13票。

　以上のとおり賛成が多数であります。よって、小峰　洋治君を教育委員会委員に任命することについては、これを同意することに決定しました。
　議場の閉鎖をときます。
［議場開鎖］
　次に、日程第30　請願書・陳情書の受付について、を議題とします。

　請願・陳情文書表を事務局長に朗読させます。事務局長。
○事務局長（大野　　尚君）　議請願第２号　平成22年９月８日。奥多摩町議会議員殿。奥多摩町議会議長。

請願書・陳情書の受付について
議会に提出された陳情１件について下記のとおり受付けたので報告する。奥多摩町議会第３回定例会。
請願・陳情文書表
番号　陳情第４号、受付年月日　平成22年８月19日、件名　保育園の給食外部搬入はせず、自園調理方式の維持を求める陳情、陳情人の氏名　青梅市東青梅５－22－２　ゆりかご保育園内　全国福祉保育労働組合東京地方本部西多摩支部　執行委員長　今野　有希子。

○議長（澤本　　章君）　以上で朗読は終わりました。
　お諮りします。ただいま議題となっております陳情第４号については、会議規則第37条の規定により所管の常任委員会に審査を付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。よって、陳情第４号については所管の常任委員会に審査を付託することに決定しました。
申し上げます。陳情第４号については経済厚生常任委員会に付託します。今会期中に審査を終了するようお願いします。
以上で本日の日程はすべて終了しました。
　お諮りします。次の本会議の予定は９月10日となっておりますので、明日９月８日と９月９日の２日間は休会にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。よって、明日９月８日と９日の２日間は休会とすることに決定しました。
　なお、本会議２日目は９月10日、午前10時より開議しますのでご承知おきください。

　本日はこれにて散会します。
　大変ご苦労さまでした。
午後１時58分　散会

　地方自治法第123条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　奥多摩町議会議長
　　　　　奥多摩町議会議員
　　　　　奥多摩町議会議員
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